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表１ ●●●●●●の比較 

図１ ●●●を用いたイメージ 

論文タイトル 

A 株式会社 論文執筆者       

B 市 共同執筆者 

C 大学 共同執筆者 

 

 

1. はじめに 

あいうえおかきくけこさしすせそたちつてとなにぬねのあいうえおかきくけこさしすせそたちつてと。 

あいうえおかきくけこさしすせそたちつてとなにぬねのあいうえおかき 

あいうえおかきくけこさしすせそたちつてとなにぬねのあいうえお。 

あいうえおかきくけこさしすせそたちつてとなにぬねのあいうえおかき 

あいうえおかきくけこさしすせそたちつてとなにぬねのあいうえおかき 

あいうえおかきくけこさしすせそたちつてとなにぬねのあいうえおかき 

あいうえおかきくけこさしすせそたちつてと。 

あいうえおかきくけこさしすせそたちつてとなにぬねのあいうえおかきくけこさしすせそたちつてとなに

ぬ 

ねの、あいうえおかきくけこさしすせそたちつてと、あいうえおかきくけこさしすせそたちつてと。 

 

2. ●●調査の△△について 

（１） あいうえおかきくけこ 

あいうえおかきくけこさしすせそたちつてとなにぬねのあいうえお

かきくけこさしすせそたちつてとなにぬねのあいうえおかきくけこさし

すせそたちつてとなにぬねのあいうえおかきくけこさしすせそ１）。 

あいうえおかきくけこさしすせそたちつてとなにぬねのあいうえおかき

くけこさしすせそたちつてとなにぬねのあいうえお２）。 

 

【参考文献】 
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論 文：A４サイズ 縦  

ページ：４〜６ページ 

段組：１段 

文字数：１行 44~45 文字程度 

行数：45 行 

文字：10.5 ポイント 

   項目／MS P ゴシック 

本文／MS P 明朝 

ページ番号：フッターに必ず入れる 

データサイズ：2MB 以内 

 

 

表、図、写真等 

タイトルおよび番号等を必ず入れる 

タイトル文字：MS P ゴシック 

8.0 ポイント 

・印刷時、文字等判読できるよう注意 

 

 

タイトル 

論文タイトル：MS P ゴシック 11pt 

執筆者：所属団体名称 氏名 

執筆者文字：MS P 明朝 10.5pt 

 

引用・参考文献等 

本論に番号を付け引用順に明記する 

文字：MS P 明朝 9.0 ポイント  

1) 著者名: 著作表題, 発行者, 引用

箇所 Vol 頁数, 出版年月 

30 文字以内 


